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 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

23 日（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 生徒総会 放課後 

24 日（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 生徒総会 放課後 

25 日（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 生徒総会 放課後 

26 日（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 特活 

27 日（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 放課後 

※25 日（水）5校時は校内英検終了後生徒総会 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

23 日（月） 24 日（火） 25 日（水） 26 日（木） 27 日（金） 

麻婆豆腐 油淋鶏 
豚ひき肉の 

肉豆腐 

鮭のチーズ 

パン粉フライ 

チキン南蛮 

 

※今週の わたなべあけみ さん 

 

～立花でみんなと出会うために、私は生まれてきたのかも～ 

結果往来 

 よく「結果オ－ライ」と言う言葉を耳にします。結果が良ければ、その途中の

やり方や目的などは、細かく考えなくても良いではないかと言う考え方です。その

考え方そのものを論ずるつもりはありません。自分もよく似た感覚を持っているよ

うな気がするのです。ただ、自分の中では決して雑な考え方ではなく、むしろ次を

大切にした前向きな考え方であり、何でも「終わりよければすべてよし」で片付け

てしまうのは違和感があります。分析や反省は大切ですからね。 

 

 私の音楽の師匠は、常に「結果には必ず原因がある」と私達を諭していました。

たまたまうまくいっていることも、なぜうまくいっているのか必ず理由があるし、

うまくいっていないこともその原因を正せば、次にうまくいく可能性は高くなると

言うことを、徹底して教え込まれたものです。「うまくいかないことを誰か他のせ

いにして愚痴ってばかりいるよりか、なぜそうなっているのかを良く考えて改善に

向けて工夫しなさい」という教えは、音楽だけでなくすべてに通じる貴重な教えで

あったことに、今になってようやく気付いているように思います。 

 

 結果をオーライととらえるより、「結果往来」と考えれば、少なくとも自分が成

長できるきっかけをみすみす見過ごすこともないのでは？「気付く力」はとても大

事です。人生は（人生を語るほど私は達観してはいませんが）後で振り返って初め

てわかることだらけ。だからこそ、次に生かすためにも振り返りは大切ですよね。

うまくいかないことを誰かのせいにする暇があるのなら、自分の力で改善できる工

夫を考えてみましょう。それでもうまくいかないときは、それからまた考えればよ

かよか（^^）。もちろんすべてを自分の責任ととらえる必要もありませんよ。愚痴

も弱音も前向きな気持ちも、すべてを大切に歩みたいものです。 




